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論文審査の要旨

肺外科手術において必要とされる分離肺換気は、脳の酸素需給バランスを障害

し、術後高次脳機能障害(POCD) を引き起こす可能性がある。 日市外科手術において、

どの麻酔薬が POCD の発生率に影響を及ぼすかは未だ解明されていない。本研究

は、肺外科手術において全身麻酔薬として頻用されてし、るプロポフォールとセ

ボフノレランという 2 つの麻酔薬使用時の POCD の発生率を比較した。

月市外科手術を受ける148 名の患者が無作為にプロポフォーノレ麻酔群とセボフルラ

ン麻酔群に割り当て、 7 種類の高次脳機能検査を用いての POCD の発生率を調査し

た。また、頚静脈球部酸素飽和度と脳酸素局所飽和度も測定した。さらに、単変量、

多変量解析を用いて肺外科手術における POCD のリスク因子についても解析した。

結果、術後5日目の POCD の発生はフOロポフォール群で 16/72 人 (22%) 、セボフノレ

ラン群で 24 /7 2人(33 叫)であった。術後 3 ヶ月自の POCD の発生はプロポフォール群

で 9/60 人 (15%) 、セボフルラL 群で 12/58 人(21 拍)であった O 脳酸素飽和度の低下は

フ。ロポフォール、セボフノレラン両群とも 3/72 人 (4 帖)であった。単変量・多変量解析で

は、年齢が POCD の独立した予測因子で、あった。 POCD の発生率は、吸入麻酔薬で

高い傾向にあったが、統計学的には両麻酔薬で差を認めなかったO 分離肺換気手術

後の POCD は両麻酔薬ともに比較的高い頻度で発生していた。

本研究は、肺外科手術において麻酔薬が術後高次脳機能障害に及ぼす影響を調

べた有意義な研究と評価される。公聴会での発表・質疑応答も適切であった。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに侵襲制御・生体管理医

学の進歩に寄与するところが大きく、医学博士の学位に値するど審査する。
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